
平成 11 年春に勲三等旭日中綬章を受章された際の北海道大学の記事より： 

 

○白 田   平 氏 

 この度の叙勲にさいして，その栄に浴しましたのは，長年にわたり色々とご指導を頂きまし

た学内外の諸先達を始め，同僚後輩諸君のご支援のたまものと心よりお礼申し上げます。 

 終戦の翌々年より北大へ赴任するまでの約 15 年間の阪大理学部数学教室での研究生

活は，食料難で大変でしたが，多くの時間自分のテーマに没頭することが出来，当時として

は面白い仕事などを問うことが出来ました。 

 1964 年オリンピック東京大会が開かれた秋，北大理学部へ講座担当教授として赴任しま

した。そのとき数学とは何かを模索し又真剣に指導者を探す学生達の多くに接し，その責任

を痛感したものでした。幸い２年後講座の改組拡充が認められ，以降年々教官も増え教授

陣も揃いつつ来ましたが，戦中戦後の交通，通信事情もわざわいし教授達の意志の疎通を欠くことも多く，寄り合い世帯

的な不整合性が教室運営の種々の面で表われ補整するのに大童でした。兔に角，一応教室の充実を見るのに拾余年

を要しましたし，教授達の誰もが忍耐強く数々の我慢を重ねたものでした。更にその後の在職中の約 10 年間は学部，

教養学科の大学院への編入統合が検討されました。その間，小野寺毅氏の他界，都筑俊郎氏の手術及び闘病生活の

始まりなど残念な事なども重なりましたが，既に本学を去った土井公二（整数論専攻），岡部靖憲（統計数学専攻）両氏も

加り，今日の大学院数学専攻の素地が作られたと思います。特に統計数学や整数論は前述の責任を果たす上でも必要

なものでした。 

 私自身の研究は，教室運営上の件で多くの時間を必要とし，仲々思うにまかせませんでしたが，主として線型双曲型

方程式系の初期値，境界値に関する一般論を考えました。停年後は特に電磁流体力学の方程式系（ＭＨＤ）に関心を持

ち，プラズマの磁場による閉じ込めの数学的側面を論じました。現在もその周辺にメスを入れたいと思っています。 

 若い研究者達が 21 世紀に向かって羽ばたく雄姿を目前にしながら，私の回想を点描させてもらいました。 

（1999.５.12，千葉にて）  

略  歴  等 

  生年月日 大正 11 年 11 月１日（76 歳） 

  出 身 地 滋賀県 

昭和 23 年３月 大阪大学理学部数学科卒業 

昭和 25 年３月 大阪大学大学院修了 

昭和 25 年４月 大阪大学理学部文部教官 

昭和 28 年４月 大阪大学理学部助手 

昭和 28 年５月 大阪大学理学部講師 

昭和 30 年 10 月 理学博士（大阪大学） 

昭和 32 年 11 月 大阪大学理学部助教授 

昭和 39 年８月 北海道大学理学部教授 

昭和 61 年３月 停年退官 

昭和 61 年４月 北海道大学名誉教授 

 

功  績  等 

 白田平氏は 30 有余年の長きにわたり数学解析学を中心とした専門分野において多くの先駆的業績をあげられ，我が

国はもとより，世界的にも多大な貢献をされました。 

 同氏は，昭和 30 年までの初期において位相空間論についての研究を行い，その主たる対象は完全正則空間でありま

した。 



 昭和 27 年に発表された論文「A class of topological spaces」において，完全正則空間が実数の直積空間の閉集合に

同相であるための特徴付けを位相完備性の観点から行い，重要ないくつかの定理を得ました。これらの結果は，位相空

間論の著名な教科書 J. Kelley（ケーリー）の「位相空間論」の中で「位相完備性に関するいくつかの興味ある深遠な定理

を証明した」と引用されております。また，この論文によって，同氏は同 30 年 10 月大阪大学から理学博士の学位を授与

されました。 

 昭和 25 年初期，N. Bouraki（ブールバッキ）と J. A. Dieudonne（ドュドネ）によって「樽型でない局所凸線型空間は存在

するか？」という問題が提出されました。これに対し，同氏は完全正則空間Ｘ上の実数値連続関数の作る局所凸線型空

間が樽型であるための必要条件が，「Ｘの任意の閉かつ相対プレコンパクト部分集合がコンパクトになる」ことを証明し，

上の問題に対する肯定的な例を与えました。この結果は当時解析学者を驚かせ，著名な選書「ブールバッキ」にも引用

されました。また，上に述べた事実は，現在 Nachbin（ナッハビン）─白田の定理と呼ばれ，より一般な空間への拡張がな

されています。 

 このように，これら同氏の位相空間論についての研究は世界的にも認められ，同氏が研究の対象を偏微分方程式論

に移した後においても，この分野の研究が現在も盛んな東欧圏で開催されるコンファレンス等に招待されています。 

 昭和 30 年以降の後期においては，L. Schwartz（シュワルツ）の名著「超関数の理論」に触発され，研究の対象を偏微

分方程式論に向けました。大阪大学時代における楕円形方程式の一意接続定理の仕事は高く評価され，偏微分方程

式論の著名な教科書 L. Hormannder（ヘルマンダー）の「線形偏微分作用素」の中に引用されています。 

 北海道大学における同氏の偏微分方程式に関する業績は，双曲型偏微分方程式に対する初期境界値問題（混合問

題）についてのＬ2 理論の構築とその応用であります。定数係数の双曲線型高階単独方程式，または，双曲型一階方程

式系に対して，その混合問題がＬの意味で適切であるための必要十分条件を補正関数（混合問題の解と初期値問題の

解との差）のＬ2 空間における作用素ノルムの評価で与えました。更に，この作用素ノルムの評価をより具体的に反射係

数によって記述されることを示しました。この結果は世界で最初のものであり，初期境界値問題の研究の方向を指示す

るものであります。実際，北海道大学の若い研究者の一人は，この結果を用いて双曲線二階単独方程式がＬ2 の意味で

適切であるための境界条件を決定しました。同氏はこのＬ2 理論の応用として，数理物理学に表われる磁気流体の初期

境界値問題を研究し，磁気流体特有の性質を導き出しました。停年後の現在でもこの研究は継続して行われています。 

 位相空間論及び偏微分方程式論における同氏の研究は独創的で新しいアイディアに満ち，広く解析学全般及び数理

物理学への応用を含み，国際的にも高い評価を得ております。 

 一方，同氏は北海道大学へ赴任してから，偏微分方程式論の発展には国内外の学問交流の必要性を痛感し，毎年偏

微分方程式論札幌シンポジウムを主催してきており，現在このシンポジウムは後継者によって引き継がれ，22 回目を開

催するに至っております。これらの研究活動を通して，数多くの学生，研究者を育て，その研究グループの中から国立，

私立大学の教授として活躍している人も数人に及んでいます。 

 以上のように同氏は，大阪大学及び北海道大学における理学部数学科の授業を担当して専門的な高等教育に従事

し，研究の指導者としての優れた資質により数多くの数学者を育てるとともに，数学解析学の分野における多くの先駆的

な研究業績は，我が国の学術上の進歩に寄与するところ大であり，その功績はまことに顕著であります。 

（大学院理学研究科） 

 


























